
2020年12月期通期連結業績予想数値の修正（2020年1月1日～2020年12月31日） 

修正の理由 
新型コロナウイルス感染症拡大の中、コンビニエンスストアにおけるおにぎり需要の減少などにより具材を中心とした食材
の売上高が予想を下回る一方で、ニューノーマルの浸透により食品の売上高が予想を上回る見通しとなり、通期売上高は
前回予想どおりの見通しとなりました。 
利益面につきましては、食品の単品ごとの販売数量が伸長する中、その生産効率の向上に注力した結果、製造原価の低
減により利益率が改善し、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益ともに前回予想を上回る見通しと
なりました。 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今
後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ

最近の業績動向を踏まえ、2020年９月25日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 

記 

● 業績予想の修正について

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰
属する当期純利

益

1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 22,928 708 705 449 88.45
今回修正予想(B) 23,000 1,100 1,050 680 132.85
増減額(B-A) 71 391 344 230
増減率(%) 0.3 55.2 48.7 51.3
（ご参考）前期実績 
（2019年12月期）

20,644 531 591 456 91.20

以 上 


